
１．学校長等は、定期健康診断の事前に「心臓病調査票」により既往歴等の調査をする。「心臓病調査票」及び他の検査結果（心電図等）により、心臓疾患の疑いのあるものは、特に注意をして学校医の検診を受けさせる。調査票に記入漏れが無いように確認を行う。
２．学校長等は、心電図検査の結果、心電図判読委員会で至急受診とされた場合は学校医と相談の上、保護者に連絡をする。保護者は、心臓疾患精密検査票（様式第１号 注：裏面は学校生活管理指導表）(左上に至急と書いたもの)、心臓病調査票（必要者のみ）、心電図カルテ、心臓手帳（すでに持っている人のみ）を持参の上、鳥取県健康対策協議会が別に定めた「鳥取県心臓疾患精密検査医療機関（以下、登録医療機関）で受診させる。なお、受診の前には電話予約等を行うこと。
検査終了後、心臓疾患精密検査票（様式第１号）、心電図カルテ等を学校に返却するよう保護者に指導する。
３．定期健康診断の結果、学校医の診断によって精密検査が必要な者は、登録医療機関において以下の手順で受検させる。
(1)学校長等は精密検査対象者の保護者に対して健康診断結果を説明し、精密検査の受診勧奨を行う。保護者は、受診の前には必ず登録医療機関へ電話予約等を行うこと。
(2)対象者は保護者付き添いのもと、精密検査に必要な書類〈心臓疾患精密検査票（様式第１号 注：裏面は学校生活管理指導表）、心臓病調査票（必要者のみ）、心電図カルテ（必要者のみ）〉、心臓手帳（すでに持っている人のみ）、健康保険証を持参の上、登録医療機関を受診する。費用は、自己負担である。（一般の保険診療負担分と同様）
(3)診断医は、検査結果を説明の上、該当書類に記入を行い保護者を通じて各学校へ報告する。他の登録医療機関でさらに詳細な精密検査が必要と判断した場合は、紹介先の登録医療機関が該当書類に記入を行い、保護者を通じて各学校へ報告する。
(4)学校長等は、検診結果に基づき適切な健康管理指導等を行う。
４．学校長等は、管理指導の必要な児童・生徒について、継続して十分な管理指導を行うこと。また、心臓疾患精密検査票（様式第１号）をもとに受診結果をまとめ、以下のとおり報告する。
　　（１）市町村（学校組合）立幼稚園・学校
　　　　○様式第２号を市町村（学校組合）教育委員会経由で鳥取県教育委員会体育保健課へ提出
　　（２）県立学校
　　　　○様式第２号を鳥取県教育委員会体育保健課へ提出
　　（３）鳥取大学附属学校・私立学校・米子工業高等専門学校等
　　　　○様式第２号を鳥取県健康対策協議会へ提出
５．鳥取県教育委員会事務局体育保健課は、市町村（学校組合）立幼稚園・学校、県立学校から提出された心臓疾患精密検査実施状況（様式第２号）を取りまとめて、鳥取県健康対策協議会に報告する。
６．平成２１年度以降の実施にあたっては、鳥取県教育委員会事務局体育保健課は、４の報告と登録医療機関一覧について、年度初めに以下のとおり通知する。
（１）市町村（学校組合）立幼稚園・学校には、市町村（学校組合）教育委員会経由で通知
　　（２）県立学校には直接各学校長へ通知
７．平成２１年度以降の実施にあたっては、鳥取県健康対策協議会は、４の報告と登録医療機関一覧について、年度初めに以下のとおり通知する。鳥取大学附属学校・私立学校・米子工業高等専門学校には、直接、鳥取県健康対策協議会が通知する。
幼児・児童・生徒の心臓疾患精密検査にあたっての留意点













